
令和７年度 小学校視聴覚部会 研究報告 

（１）郡市名  蒲生郡 

（２）研究テーマ 

研究主題 

自ら考え、共に学び合おうとする子どもを育てる 

～ICTの効果的な活用を通して共に学び合い・伝え合う授業づくり～ 

（３）研究組織 

   支部長     日野町立必佐小学校  校長 岩脇 俊博 

   運営委員    日野町立必佐小学校  教諭 友田 昌吾 

   研究推進委員  日野町立日野小学校  教諭 井上 知己 

（４）年間研究報告 

活 動 概 要 実 施 期 日 活動内容・会場 

○郡教科主任会 

 

○県視聴覚部会・ 

支部長会 

 

 

〇県視聴覚部会 

 夏季合同研修会 

〇県視聴覚部会 

 合同研修会 

〇研究紀要の報告 

４月１１日（金） 

 

６月１０日（火） 

 

 

 

７月２２日（火） 

 

 

２月１７日（火） 

 

会場：日野中学校 参加８名 

・役員選出・研修計画について 

会場：守山南中学校 

・令和６年度事業報告、会計決算報告 

・令和７年度事業計画、予算案 

・令和９年度近畿大会の輪番表について 

会場：コラボしが２１ 参加郡より１名 

・支部長、運営委員、研究推進委員対象 

会場：能登川東小学校 

・支部長、運営委員、研究推進委員対象 

蒲生郡：日野小学校より 

（５）日野小学校の取り組み事例 

①タブレットのルールの見直し 

 私は昨年度、日野小学校に異動してきました。日野小学校のタブレットの使い方はそうとうひどくて、

授業中に関係のないサイトを閲覧することはかわいいもので、ゲームをしたり、更衣室にこもって

Youtubeをみたりとタブレットの使用についての様々な課題がありました。 

 そこでタブレットの使用についてある程度の拘束が必要であると感じ、日野小学校独自のタブレット

使用に関する誓約書を作成したところ、校長会を経て、教育長発信で日野町全体のルールとして各家庭

へ配付されました。 

【この誓約書のポイント】 

・あらかじめ予想される違反行為を多数明記しておくことで、注意深く使用させること 

・子どもの名前だけでなく保護者の名前も記入させる、また、裏面のチェックリストを保護者と一緒にで

させることで、保護者にも責任が生じるようにしたこと 

・もしルールを破った場合は保護者と一緒に放課後取りに行くようにしたこと 

の３点です。この誓約書配付後はタブレット使用への指導が大幅に減りました。まだまだ未熟な子ども 

たちにはある程度強制力をもった約束や親の影響が必要であると感じました。 
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（６）今後の課題～授業支援ソフトについて～ 

 私は以前、東近江市で視聴覚主任をしていました。当時は、xSyncという授業支援ソフトを使用してい

ました。本格導入された１年目で使用方法をあらかた理解し、２年目で校内で研修会を開き、４年目で市

内の研修会で話すくらいでした。東近江市で５本の指に入るくらいは xSyncを触った自信はあります。 

 そんな私は、前述のとおり最近日野小学校へ異動してきました。日野小ではロイロノートを使用して

いました。私はこれまで、ロイロノートを使用したことは一度もありませんでした。一気に職員室でいち

ばん詳しくない教師となりました。そこから本を買って勉強し、視聴覚に全く関係ないロイロノートマ

スターのような先生に校内研修会を開いていただいたり、少しでも分かったことは校内へ共有したりし

てきました。今ではロイロノートをなんとなく使えていると思います。しかし、新しいソフトの使い方を

学習するのは労力を費やします。県立高校と同じように、県内の小中学校でも統一されたソフトが導入

されることを願っています。 


